
食
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の「
地
産
国
消
」
　に
貢
献
す
る

は
じ
め
に

　

　

二
〇
二
一
年
に
創
業
一
五
〇
周
年
を
迎
え
た
鴻
池
組
は
、

次
世
代
に
向
け
て K

O
N
O
IK
E N
ext V

ision for SD
G
's 

を
策
定
し
、
そ
の
目
標
の
一
つ
で
あ
る
環
境
省 RE100 

達

成
と
脱
炭
素
社
会
へ
の
貢
献
を
目
的
に
事
業
を
進
め
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
、
二
〇
一
七
年
よ
り
本
業
の
建
設
請
負
業
以

外
の
新
規
事
業
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
検
討
を
始
め
、
高

齢
化
、
過
疎
化
等
の
社
会
課
題
解
決
に
よ
る
地
方
創
生
や
、

脱
炭
素
社
会
に
向
け
た
社
会
貢
献
と
し
て
地
産
地
消
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

大
規
模
な
開
発
で
は
な
く
、
過
疎
地
や
離
島
に
お
け
る
地
方

創
生
や
地
産
地
消
、
地
域
の
活
性
化
を
目
的
と
し
た
、
地
域

に
根
差
し
た
小
規
模
分
散
型
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
を
地
元
と

協
働
で
進
め
て
い
ま
す
。

　

新
規
事
業
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
本
業
で
多
数
の
実
績

が
あ
り
一
〇
〇
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
山
陰
地
方
に
お
け
る

事
業
を
検
討
す
る
中
で
、
当
社
の
実
績
の
多
い
島
根
県
隠
岐

諸
島
に
着
目
し
ま
し
た
。
皇
室
の
流
刑
地
で
あ
っ
た
隠
岐
諸

島
で
は
紀
元
二
千
六
百
年
記
念
行
事
の
一
つ
と
し
て
後
鳥

羽
上
皇
を
お
祀
り
す
る
隠
岐
神
社
造
営
工
事
が
計
画
さ
れ
、

一
九
三
九
（
昭
和
十
四
）
年
に
鴻
池
組
の
施
工
で
完
成
し
た

こ
と
を
は
じ
め
と
し
て
、
役
場
庁
舎
や
小
・
中
学
校
、
基
幹

病
院
、
橋
梁
、
ト
ン
ネ
ル
、
ダ
ム
工
事
等
の
実
績
が
あ
り
、

地
元
の
方
か
ら
認
知
い
た
だ
い
て
い
る
ゆ
か
り
の
深
い
地
域

で
も
あ
り
ま
す
。

隠
岐
の
島
町
内
で
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み　

　

隠
岐
の
島
町
は
、
面
積
の
八
七
％
を
森
林
が
占
め
、
海
岸

近
辺
ま
で
植
林
さ
れ
た
森
林
と
特
徴
的
で
優
れ
た
漁
場
は
隠

岐
の
貴
重
な
地
域
資
源
で
あ
り
、
里
山
・
里
海
は
基
幹
産
業

の
第
一
次
産
業
の
基
盤
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
里
山

で
は
林
業
の
停
滞
に
よ
る
管
理
放
棄
や
切
捨
間
伐
に
伴
う
森

林
育
成
不
足
、
里
海
で
は
地
球
温
暖
化
や
土
砂
流
入
に
よ
る

漁
場
環
境
の
変
化
、
水
産
資
源
の
減
少
、
磯
焼
け
の
進
行
等

の
多
く
の
問
題
に
直
面
し
て
い
ま
し
た
。

　

二
〇
一
一
年
隠
岐
の
島
町
で
は
、
地
元
林
業
者
・
漁
業
者

を
中
心
に
里
山
・
里
海
で
の
未
利
用
資
源
の
発
掘
・
活
用
に

よ
り
、
第
一
次
産
業
の
復
興
と
里
山
・
里
海
環
境
の
恒
常
的

な
保
全
・
再
生
の
両
立
と
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
に
よ
る
体
験

交
流
に
展
開
す
る
「
緑
の
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
」
構
想
を
提
唱
さ

れ
ま
し
た
。
同
時
期
に
官
民
連
携
の
緑
の
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
推

進
協
議
会
を
設
立
さ
れ
、
二
〇
一
四
年
に
は
バ
イ
オ
マ
ス
産

業
都
市
の
選
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
後
押
し
が
あ
り
、
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
構
想

に
掲
げ
た
木
質
ペ
レ
ッ
ト
工
場
（
隠
岐
の
島
町
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
利
用
推
進
セ
ン
タ
ー
）（
写
真
1
）
を
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
普
及
啓
発
の
拠
点
施
設
と
し
た
位
置
付
け
で
二
〇
一
八
年

に
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
製
造
さ
れ
る
木
質
ペ
レ
ッ

ト
は
、
島
内
に
あ
る
製
材
所
か
ら
発
生
す
る
製
材
端
材
を
原

料
と
し
て
お
り
、

公
共
施
設
に
設
置

さ
れ
た
ペ
レ
ッ
ト

ボ
イ
ラ
ー
よ
り
冷

暖
房
の
熱
源
と
し

て
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
隠
岐
の
島

町
は
離
島
で
あ
る

特
性
上
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
石
油
由
来

燃
料
の
依
存
度
が

vol.9
　
社
会
情
勢
の
大
き
な
変
化
、S
D
G
s
の
潮
流
の
中
で
、建
設
業
界
で
は「
新
4
K
」や「
E
S
G
」の
取
組
が
焦
眉
の
急
と
な
っ
て
お
り
、地

域
課
題
の
解
決
、社
会
貢
献
の
観
点
が
重
要
視
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
の
た
め
、会
員
各
社
が
関
係
機
関
と
の
連
携
･
協
力
を
図
り
な
が
ら
行
っ

て
い
る
食
料
・エ
ネ
ル
ギ
ー
の「
地
産
国
消
」の
取
組
を
紹
介
し
、地
域
、社
会
貢
献
に
関
す
る
行
政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
深
化
を
図
る
。

隠
岐
の
島
町
に
お
け
る
小
規
模
分
散
型

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
の
取
り
組
み

株
式
会
社
鴻
池
組
　
環
境
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
本
部
　
環
境
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
部
　
　
井
澤
　
武
史

写真 1　木質ペレット工場
（隠岐の島町木質バイオマス利用推進センター）

食
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の「
地
産
国
消
」
　に
貢
献
す
る

高
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
島
内
の
木
質
資
源
を
使
用
し
た
ペ

レ
ッ
ト
供
給
を
増
や
す
こ
と
で
地
域
内
資
源
循
環
の
拡
大
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ひ
い

て
は
、
森
林
需
要
の
増
加
に
よ
り
森
林
の
整
備
、
里
山
里
海

資
源
の
保
存
と
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
た
取
り

組
み
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
緑
の
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
推
進
協
議
会
事
務
局
を
務
め

る
株
式
会
社
藤
井
基
礎
設
計
事
務
所
は
、
木
材
資
源
の
中
に

主
成
分
と
し
て
含
ま
れ
る
リ
グ
ニ
ン
お
よ
び
セ
ル
ロ
ー
ス

を
取
り
出
し
、
新
た
な
素
材
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
用
い

る
リ
グ
ノ
フ
ェ
ノ
ー
ル
事
業
開
発
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
。
同
社
は
、
島
内
の
製
材
所
か
ら
発
生
す
る
製
材
端
材

チ
ッ
プ
を
燃
料
と
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
（
四
五
kW
）
を

二
〇
一
六
年
か
ら
稼
働
さ
せ
て
お
り
、
そ
の
二
年
後
、
当
社

が
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
視
察
訪
問
を
し
た
こ
と
が
隠
岐

で
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
取
り
組
み
の
き
っ
か
け

と
な
り
ま
し
た
。

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
の
検
討

　

　

完
成
し
た
木
質
ペ
レ
ッ
ト
工
場
の
更
な
る
活
用
を
進
め
る

た
め
、
緑
の
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
推
進
協
議
会
と
と
も
に
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
事
業
の
検
討
を
開
始
し
ま
し
た
。
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
を
燃
料
と
し
た
プ
ラ
ン
ト
で
あ
る
熱
電
併
給
Ｃ
Ｈ
Ｐ

（C
om
bined H

eat and Pow
er

）
と
言
う
、
発
電
だ
け

で
は
な
く
同
時
に
発
生
す
る
熱
を
活
用
す
る
も
の
を
選
定

し
、
当
社
の
目
指
す
小
型
分
散
型
の
地
産
地
消
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
活
用
を
模
索
し
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
島
内
に
あ
る
温
浴

施
設
と
老
人
福
祉
施
設
へ
の
熱
供
給
を
想
定
し
、
隣
接
す
る

駐
車
場
内
に
Ｃ
Ｈ
Ｐ
を
設
置
す
る
計
画
を
行
い
ま
し
た
。
計

画
を
進
め
る
中
で
、熱
供
給
す
る
施
設
の
老
朽
化
が
激
し
く
、

事
業
期
間
で
あ
る
二
〇
年
間
運
用
す
る
た
め
に
は
、
大
規
模

な
修
繕
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
修
繕
計
画

の
目
途
が
つ
か
ず
、
早
急
な
事
業
実
現
の
た
め
に
も
他
の
候

補
地
選
定
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
た
な
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
事
業
化
調
査
と
し
て
、

令
和
三
年
度
島
根
県
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
化
支
援
事

業
の
補
助
を
受
け
て
い
ま
す
。
事
業
化
調
査
で
は
、
島
内
の

温
水
プ
ー
ル
へ
の
導
入
や
指
定
避
難
所
と
な
る
体
育
館
へ
の

導
入
な
ど
検
討
を
実
施
し
、
最
終
的
に
は
隠
岐
の
島
町
役
場

職
員
駐
車
場
へ
の
設
置
が
有
力
候
補
地
と
し
て
上
が
り
ま
し

た
。合
わ
せ
て
熱
電
併
給
C
H
P
の
プ
ラ
ン
ト
選
定
と
し
て
、

当
初
一
五
〇
kW
／
基
で
の
計
画
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
運

用
・
維
持
管
理
の
観
点
か
ら
五
〇
kW
／
基
×
三
基
へ
の
変
更

を
行
い
ま
し
た
。
運
用
時
の
ト
ラ
ブ
ル
等
で
停
止
し
た
場
合

の
リ
ス
ク
分
散
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
時
の
発
電
停
止
期
間
を
短

縮
す
る
た
め
で
す
。

⑴
隠
岐
の
島
町
と
の
協
定
締
結
、
地
元
会
社
の
設
立
へ

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
計
画
が
実
現
へ
と
進
む
中
、

隠
岐
の
島
町
で
は
、
脱
炭
素
社
会
の
推
進
や
持
続
可
能
な
街

づ
く
り
を
通
し
た
地
域
活
性
化
を
進
め
る
施
策
を
掲
げ
、
鴻

池
組
も
そ
れ
に
賛
同
す
る
形
で
二
〇
二
二
年
六
月
に
隠
岐
の

島
町
と
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
等
に
関
す
る
包
括

協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
協
定
を
契
機
と
し
て
、
㈱
鴻
池

組
と
緑
の
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
推
進
協
議
会
の
構
成
員
で
も
あ
る

㈱
藤
井
基
礎
設
計
事
務
所
と
㈱
御
池
鐵
工
所
の
三
社
で
地
産

地
消
型
の
隠
岐
の
島
町
に
根
差
し
た
事
業
を
行
う
た
め
の

「
隠
岐
グ
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
合
同
会
社
」
を
同
月
に
設
立
し
ま

し
た
。

⑵
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
実
施
工
程

　

二
〇
二
三
年
十
一
月
に
固
定
価
格
買
取
制
度
を
活
用

す
る
た
め
事
業
計
画
認
定
申
請
の
提
出
を
行
い
、
認
定

通
知
書
の
受
領
、
合
わ
せ
て
詳
細
設
計
を
実
施
し
ま
し

た
。
Ｃ
Ｈ
Ｐ
プ
ラ
ン
ト
は
、
ド
イ
ツ
の
メ
ー
カ
ー
で
あ
る

W
egscheidEntrenco 

（
ヴ
ェ
グ
シ
ャ
イ
ト
エ
ン
ト
レ
ン

コ
）
社
の W

E-50P

（
五
〇
kW
／
基
）
を
選
定
し
ま
し
た
。

当
初
選
定
か
ら
発
注
時
期
の
二
〇
二
三
年
十
一
月
の
間
に
納

期
延
長
や
円
安
の
影
響
を
大
き
く
受
け
初
期
投
資
を
圧
迫
す

る
形
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
事
業
で
選
定
し
た
C
H
P
は
、
二
〇
Ft
コ
ン
テ
ナ
内
に

ガ
ス
化
装
置
と
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
、
発
電
機
が
内
蔵
さ
れ
て
い

る
た
め
、
建
屋
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
コ
ン
テ

ナ
三
基
と
一
四
t
サ
イ
ロ
二
基
を
設
置
す
る
た
め
の
基
礎

工
事
を
二
〇
二
三

年
十
月
よ
り
着

手
し
ま
し
た
。

二
〇
二
四
年
九
月

よ
り
プ
ラ
ン
ト
設

置
工
事
の
実
施
、

試
運
転
を
行
い
、

二
〇
二
四
年
十
一

月
か
ら
商
業
運
転

を
開
始
し
ま
し
た

（
写
真
2
）。

隠
岐
の
島
町
産
ペ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た

下
西
発
電
所
の
運
転
開
始

⑴
下
西
発
電
所
概
要

　

隠
岐
グ
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
合
同
会
社
が
所
有
す
る
下
西
発
電 写真 2　下西発電所開所式
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食
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の「
地
産
国
消
」
　に
貢
献
す
る

は
じ
め
に

　

　

二
〇
二
一
年
に
創
業
一
五
〇
周
年
を
迎
え
た
鴻
池
組
は
、

次
世
代
に
向
け
て K

O
N
O
IK
E N
ext V

ision for SD
G
's 

を
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定
し
、
そ
の
目
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の
一
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で
あ
る
環
境
省 RE100 

達

成
と
脱
炭
素
社
会
へ
の
貢
献
を
目
的
に
事
業
を
進
め
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
、
二
〇
一
七
年
よ
り
本
業
の
建
設
請
負
業
以

外
の
新
規
事
業
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
検
討
を
始
め
、
高

齢
化
、
過
疎
化
等
の
社
会
課
題
解
決
に
よ
る
地
方
創
生
や
、

脱
炭
素
社
会
に
向
け
た
社
会
貢
献
と
し
て
地
産
地
消
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

大
規
模
な
開
発
で
は
な
く
、
過
疎
地
や
離
島
に
お
け
る
地
方

創
生
や
地
産
地
消
、
地
域
の
活
性
化
を
目
的
と
し
た
、
地
域

に
根
差
し
た
小
規
模
分
散
型
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
を
地
元
と

協
働
で
進
め
て
い
ま
す
。

　

新
規
事
業
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
本
業
で
多
数
の
実
績

が
あ
り
一
〇
〇
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
山
陰
地
方
に
お
け
る

事
業
を
検
討
す
る
中
で
、
当
社
の
実
績
の
多
い
島
根
県
隠
岐

諸
島
に
着
目
し
ま
し
た
。
皇
室
の
流
刑
地
で
あ
っ
た
隠
岐
諸

島
で
は
紀
元
二
千
六
百
年
記
念
行
事
の
一
つ
と
し
て
後
鳥

羽
上
皇
を
お
祀
り
す
る
隠
岐
神
社
造
営
工
事
が
計
画
さ
れ
、

一
九
三
九
（
昭
和
十
四
）
年
に
鴻
池
組
の
施
工
で
完
成
し
た

こ
と
を
は
じ
め
と
し
て
、
役
場
庁
舎
や
小
・
中
学
校
、
基
幹

病
院
、
橋
梁
、
ト
ン
ネ
ル
、
ダ
ム
工
事
等
の
実
績
が
あ
り
、

地
元
の
方
か
ら
認
知
い
た
だ
い
て
い
る
ゆ
か
り
の
深
い
地
域

で
も
あ
り
ま
す
。

隠
岐
の
島
町
内
で
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み　

　

隠
岐
の
島
町
は
、
面
積
の
八
七
％
を
森
林
が
占
め
、
海
岸

近
辺
ま
で
植
林
さ
れ
た
森
林
と
特
徴
的
で
優
れ
た
漁
場
は
隠

岐
の
貴
重
な
地
域
資
源
で
あ
り
、
里
山
・
里
海
は
基
幹
産
業

の
第
一
次
産
業
の
基
盤
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
里
山

で
は
林
業
の
停
滞
に
よ
る
管
理
放
棄
や
切
捨
間
伐
に
伴
う
森

林
育
成
不
足
、
里
海
で
は
地
球
温
暖
化
や
土
砂
流
入
に
よ
る

漁
場
環
境
の
変
化
、
水
産
資
源
の
減
少
、
磯
焼
け
の
進
行
等

の
多
く
の
問
題
に
直
面
し
て
い
ま
し
た
。

　

二
〇
一
一
年
隠
岐
の
島
町
で
は
、
地
元
林
業
者
・
漁
業
者

を
中
心
に
里
山
・
里
海
で
の
未
利
用
資
源
の
発
掘
・
活
用
に

よ
り
、
第
一
次
産
業
の
復
興
と
里
山
・
里
海
環
境
の
恒
常
的

な
保
全
・
再
生
の
両
立
と
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
に
よ
る
体
験

交
流
に
展
開
す
る
「
緑
の
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
」
構
想
を
提
唱
さ

れ
ま
し
た
。
同
時
期
に
官
民
連
携
の
緑
の
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
推

進
協
議
会
を
設
立
さ
れ
、
二
〇
一
四
年
に
は
バ
イ
オ
マ
ス
産

業
都
市
の
選
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
後
押
し
が
あ
り
、
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
構
想

に
掲
げ
た
木
質
ペ
レ
ッ
ト
工
場
（
隠
岐
の
島
町
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
利
用
推
進
セ
ン
タ
ー
）（
写
真
1
）
を
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
普
及
啓
発
の
拠
点
施
設
と
し
た
位
置
付
け
で
二
〇
一
八
年

に
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
製
造
さ
れ
る
木
質
ペ
レ
ッ

ト
は
、
島
内
に
あ
る
製
材
所
か
ら
発
生
す
る
製
材
端
材
を
原

料
と
し
て
お
り
、

公
共
施
設
に
設
置

さ
れ
た
ペ
レ
ッ
ト

ボ
イ
ラ
ー
よ
り
冷

暖
房
の
熱
源
と
し

て
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
隠
岐
の
島

町
は
離
島
で
あ
る

特
性
上
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
石
油
由
来

燃
料
の
依
存
度
が

vol.9
　
社
会
情
勢
の
大
き
な
変
化
、S
D
G
s
の
潮
流
の
中
で
、建
設
業
界
で
は「
新
4
K
」や「
E
S
G
」の
取
組
が
焦
眉
の
急
と
な
っ
て
お
り
、地

域
課
題
の
解
決
、社
会
貢
献
の
観
点
が
重
要
視
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
の
た
め
、会
員
各
社
が
関
係
機
関
と
の
連
携
･
協
力
を
図
り
な
が
ら
行
っ

て
い
る
食
料
・エ
ネ
ル
ギ
ー
の「
地
産
国
消
」の
取
組
を
紹
介
し
、地
域
、社
会
貢
献
に
関
す
る
行
政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
深
化
を
図
る
。

隠
岐
の
島
町
に
お
け
る
小
規
模
分
散
型

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
の
取
り
組
み

株
式
会
社
鴻
池
組
　
環
境
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
本
部
　
環
境
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
部
　
　
井
澤
　
武
史

写真 1　木質ペレット工場
（隠岐の島町木質バイオマス利用推進センター）

食
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の「
地
産
国
消
」
　に
貢
献
す
る

高
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
島
内
の
木
質
資
源
を
使
用
し
た
ペ

レ
ッ
ト
供
給
を
増
や
す
こ
と
で
地
域
内
資
源
循
環
の
拡
大
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ひ
い

て
は
、
森
林
需
要
の
増
加
に
よ
り
森
林
の
整
備
、
里
山
里
海

資
源
の
保
存
と
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
た
取
り

組
み
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
緑
の
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
推
進
協
議
会
事
務
局
を
務
め

る
株
式
会
社
藤
井
基
礎
設
計
事
務
所
は
、
木
材
資
源
の
中
に

主
成
分
と
し
て
含
ま
れ
る
リ
グ
ニ
ン
お
よ
び
セ
ル
ロ
ー
ス

を
取
り
出
し
、
新
た
な
素
材
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
用
い

る
リ
グ
ノ
フ
ェ
ノ
ー
ル
事
業
開
発
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
。
同
社
は
、
島
内
の
製
材
所
か
ら
発
生
す
る
製
材
端
材

チ
ッ
プ
を
燃
料
と
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
（
四
五
kW
）
を

二
〇
一
六
年
か
ら
稼
働
さ
せ
て
お
り
、
そ
の
二
年
後
、
当
社

が
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
視
察
訪
問
を
し
た
こ
と
が
隠
岐

で
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
取
り
組
み
の
き
っ
か
け

と
な
り
ま
し
た
。

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
の
検
討

　

　

完
成
し
た
木
質
ペ
レ
ッ
ト
工
場
の
更
な
る
活
用
を
進
め
る

た
め
、
緑
の
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
推
進
協
議
会
と
と
も
に
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
事
業
の
検
討
を
開
始
し
ま
し
た
。
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
を
燃
料
と
し
た
プ
ラ
ン
ト
で
あ
る
熱
電
併
給
Ｃ
Ｈ
Ｐ

（C
om
bined H

eat and Pow
er

）
と
言
う
、
発
電
だ
け

で
は
な
く
同
時
に
発
生
す
る
熱
を
活
用
す
る
も
の
を
選
定

し
、
当
社
の
目
指
す
小
型
分
散
型
の
地
産
地
消
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
活
用
を
模
索
し
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
島
内
に
あ
る
温
浴

施
設
と
老
人
福
祉
施
設
へ
の
熱
供
給
を
想
定
し
、
隣
接
す
る

駐
車
場
内
に
Ｃ
Ｈ
Ｐ
を
設
置
す
る
計
画
を
行
い
ま
し
た
。
計

画
を
進
め
る
中
で
、熱
供
給
す
る
施
設
の
老
朽
化
が
激
し
く
、

事
業
期
間
で
あ
る
二
〇
年
間
運
用
す
る
た
め
に
は
、
大
規
模

な
修
繕
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
修
繕
計
画

の
目
途
が
つ
か
ず
、
早
急
な
事
業
実
現
の
た
め
に
も
他
の
候

補
地
選
定
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
た
な
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
事
業
化
調
査
と
し
て
、

令
和
三
年
度
島
根
県
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
化
支
援
事

業
の
補
助
を
受
け
て
い
ま
す
。
事
業
化
調
査
で
は
、
島
内
の

温
水
プ
ー
ル
へ
の
導
入
や
指
定
避
難
所
と
な
る
体
育
館
へ
の

導
入
な
ど
検
討
を
実
施
し
、
最
終
的
に
は
隠
岐
の
島
町
役
場

職
員
駐
車
場
へ
の
設
置
が
有
力
候
補
地
と
し
て
上
が
り
ま
し

た
。合
わ
せ
て
熱
電
併
給
C
H
P
の
プ
ラ
ン
ト
選
定
と
し
て
、

当
初
一
五
〇
kW
／
基
で
の
計
画
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
運

用
・
維
持
管
理
の
観
点
か
ら
五
〇
kW
／
基
×
三
基
へ
の
変
更

を
行
い
ま
し
た
。
運
用
時
の
ト
ラ
ブ
ル
等
で
停
止
し
た
場
合

の
リ
ス
ク
分
散
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
時
の
発
電
停
止
期
間
を
短

縮
す
る
た
め
で
す
。

⑴
隠
岐
の
島
町
と
の
協
定
締
結
、
地
元
会
社
の
設
立
へ

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
計
画
が
実
現
へ
と
進
む
中
、

隠
岐
の
島
町
で
は
、
脱
炭
素
社
会
の
推
進
や
持
続
可
能
な
街

づ
く
り
を
通
し
た
地
域
活
性
化
を
進
め
る
施
策
を
掲
げ
、
鴻

池
組
も
そ
れ
に
賛
同
す
る
形
で
二
〇
二
二
年
六
月
に
隠
岐
の

島
町
と
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
等
に
関
す
る
包
括

協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
協
定
を
契
機
と
し
て
、
㈱
鴻
池

組
と
緑
の
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
推
進
協
議
会
の
構
成
員
で
も
あ
る

㈱
藤
井
基
礎
設
計
事
務
所
と
㈱
御
池
鐵
工
所
の
三
社
で
地
産

地
消
型
の
隠
岐
の
島
町
に
根
差
し
た
事
業
を
行
う
た
め
の

「
隠
岐
グ
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
合
同
会
社
」
を
同
月
に
設
立
し
ま

し
た
。

⑵
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
実
施
工
程

　

二
〇
二
三
年
十
一
月
に
固
定
価
格
買
取
制
度
を
活
用

す
る
た
め
事
業
計
画
認
定
申
請
の
提
出
を
行
い
、
認
定

通
知
書
の
受
領
、
合
わ
せ
て
詳
細
設
計
を
実
施
し
ま
し

た
。
Ｃ
Ｈ
Ｐ
プ
ラ
ン
ト
は
、
ド
イ
ツ
の
メ
ー
カ
ー
で
あ
る

W
egscheidEntrenco 

（
ヴ
ェ
グ
シ
ャ
イ
ト
エ
ン
ト
レ
ン

コ
）
社
の W

E-50P

（
五
〇
kW
／
基
）
を
選
定
し
ま
し
た
。

当
初
選
定
か
ら
発
注
時
期
の
二
〇
二
三
年
十
一
月
の
間
に
納

期
延
長
や
円
安
の
影
響
を
大
き
く
受
け
初
期
投
資
を
圧
迫
す

る
形
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
事
業
で
選
定
し
た
C
H
P
は
、
二
〇
Ft
コ
ン
テ
ナ
内
に

ガ
ス
化
装
置
と
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
、
発
電
機
が
内
蔵
さ
れ
て
い

る
た
め
、
建
屋
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
コ
ン
テ

ナ
三
基
と
一
四
t
サ
イ
ロ
二
基
を
設
置
す
る
た
め
の
基
礎

工
事
を
二
〇
二
三

年
十
月
よ
り
着

手
し
ま
し
た
。

二
〇
二
四
年
九
月

よ
り
プ
ラ
ン
ト
設

置
工
事
の
実
施
、

試
運
転
を
行
い
、

二
〇
二
四
年
十
一

月
か
ら
商
業
運
転

を
開
始
し
ま
し
た

（
写
真
2
）。

隠
岐
の
島
町
産
ペ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た

下
西
発
電
所
の
運
転
開
始

⑴
下
西
発
電
所
概
要

　

隠
岐
グ
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
合
同
会
社
が
所
有
す
る
下
西
発
電 写真 2　下西発電所開所式
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所
は
、
木
質
ペ
レ
ッ
ト
を
燃
料
と
し
た
ガ
ス
化
熱
分
解
方
式

の
C
H
P
（
写
真
3
）
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
木
質
ペ
レ
ッ

ト
を
炉
内
で
高
温
加
熱
を
行
い
、
取
り
出
し
た
可
燃
性
ガ

ス
（
一
酸
化
炭
素
や
水
素
）
を
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
に
送
る
こ
と

で
発
電
を
し
て
い
ま
す
。
発
電
出
力
は
一
五
〇
kW
、
年
間
想

定
発
電
量
一
、一
二
〇
MWh
、
一
般
家
庭
約
三
〇
〇
世
帯
分
の

電
力
に
相
当
し
ま
す
。
発
電
し
た
電
気
は
中
国
電
力
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
へ
固
定
価
格
買
い
取
り
制
度
を
利
用
し
、
売
電
を
行

い
ま
す
が
、
隠
岐
諸
島
は
本
土
と
送
電
線
が
連
系
し
て
い
な

い
た
め
、
本
発
電
所
の
電
気
は
隠
岐
諸
島
で
使
用
す
る
電
気

の
一
部
と
な
り
、
島
内
で
の
消
費
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

⑵
維
持
管
理
・
運
用

　

本
発
電
所
の
維
持
管
理
は
、
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
二
四
時
間

三
六
五
日
の
遠
隔
監
視
を
実
施
し
て
お
り
、
異
常
を
検
知
す

る
と
緊
急
停
止
を
行
う
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。
発
電

に
は
安
定
し
た
成
分
の
可
燃
性
ガ
ス
を
供
給
す
る
必
要
が
あ

る
た
め
、
運
転
開
始
時
な
ど
に
は
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
に
可
燃
性

ガ
ス
を
送
る
の

で
は
な
く
煙
突

を
通
し
て
大
気

放
出
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
大

気
放
出
の
際
は

そ
の
ま
ま
放
出

す
る
と
一
酸
化

炭
素
中
毒
の
恐

れ
が
あ
る
た

め
、
燃
焼
す
る

こ
と
に
よ
っ
て

安
全
に
放
出
し

て
い
ま
す
。
近
隣
住
民
の
み
な

さ
ん
へ
、
発
電
所
の
運
用
や
騒

音
・
振
動
に
つ
い
て
も
周
知
活

動
を
行
っ
て
お
り
、
近
く
見
学

会
を
開
催
す
る
予
定
と
し
て
い

ま
す
。

⑶ 

木
質
ペ
レ
ッ
ト
活
用
に
よ
る

効
果

　

隠
岐
の
島
町
営
の
木
質
ペ

レ
ッ
ト
工
場
で
は
、
こ
れ
ま

で
公
共
施
設
で
の
ペ
レ
ッ
ト

ボ
イ
ラ
ー
の
需
要
に
合
わ
せ
、

一
五
〇
t
の
ペ
レ
ッ
ト
製
造
に

と
ど
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
下
西
発
電
所
で
は
、
燃
料

消
費
量
は
時
間
あ
た
り
約
一
t

／
基
、
年
間
一
、〇
八
〇
t
の

木
質
ペ
レ
ッ
ト
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
本
発
電
所
の

運
転
開
始
に
向
け
た
製
造
体
制

の
再
構
築
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

二
〇
二
三
年
十
月
よ
り
隠
岐
グ

リ
ー
ン
パ
ワ
ー
合
同
会
社
が
木

質
ペ
レ
ッ
ト
製
造
業
務
委
託
を

受
託
し
、
四
名
の
地
元
雇
用
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
木
質
ペ
レ
ッ
ト
の
原
料
で
あ
る
間
伐
材
な
ど
の
未
利

用
の
木
質
資
源
は
、
発
電
所
運
用
に
伴
う
新
た
な
需
要
と
な

り
ま
す
。
島
内
で
林
業
に
取
り
組
む
五
事
業
者
と
協
議
を
重

ね
、
間
伐
材
等
の
規
格
や
証
明
書
の
発
行
手
続
き
の
確
認
、

供
給
調
整
を
行
う
隠
岐
（
し
ま
）
の
木
出
荷
共
同
体
の
体
制

整
備
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
の
計
画
で
は
、
隠

岐
の
島
町
内
よ
り
年
間
約
二
、五
〇
〇
t
の
間
伐
材
、
林
地

残
材
な
ど
未
利
用
の
木
質
資
源
調
達
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

通
常
、
隠
岐
の
島
町
内
で
得
ら
れ
る
木
質
資
源
は
、
島
内

唯
一
の
製
材
所
で
建
築
資
材
等
に
製
材
さ
れ
る
、
ま
た
は
海

上
輸
送
を
行
い
島
外
に
輸
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
今
の
化
石

燃
料
価
格
の
上
昇
や
海
上
輸
送
に
伴
う
二
酸
化
炭
素
の
排
出

な
ど
、
地
産
地
消
の
機
運
が
高
ま
る
中
、
注
目
の
取
り
組
み

と
な
り
ま
す
（
図
1
）。

⑷
地
域
と
の
連
携

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
組
み
に
あ
た
り
、
島
内
の

小
学
校
と
連
携
し
て
見
学
会
実
施
や
地
域
の
催
事
へ
積
極

的
に
参
加
し
て
い
ま
す
（
写
真
4
）。
島
内
で
林
業
に
取
り

組
ん
で
い
る
島
後
森
林
組
合
か
ら
製
材
を
行
う
隠
岐
島
木

材
業
製
材
業
協
同

組
合
、
ま
た
製
材

端
材
や
未
利
用
材

か
ら
燃
料
と
な
る

ペ
レ
ッ
ト
を
作
る

工
場
、
ペ
レ
ッ
ト

燃
料
を
使
用
し
た

バ
イ
オ
マ
ス
発
電

所
と
川
上
か
ら
川

下
ま
で
を
通
し
て

学
習
が
で
き
る
仕

組
み
と
な
り
ま
し

た
。

⑸
下
西
発
電
所
副
産
物
の
有
効
活
用

　

本
発
電
所
で
は
木
質
ペ
レ
ッ
ト
を
炉
内
で
高
温
加
熱
を
行

い
、
可
燃
性
ガ
ス
を
取
り
出
し
た
あ
と
に
副
産
物
と
し
て
得

写真 3　下西発電所内部

写真 4　木質ペレット工場見学会の様子

図 1 　木質バイオマス発電事業スキーム

ら
れ
る
バ
イ
オ
炭
の
活
用
方
法
を
模
索
し
て
い
ま
す
。
そ
の

ま
ま
で
は
粉
体
で
取
り
扱
い
が
難
し
い
た
め
再
び
ペ
レ
ッ
ト

化
す
る
こ
と
で
、
汎
用
性
を
高
め
助
燃
剤
と
し
て
化
石
燃
料

の
使
用
量
を
減
ら
す
検
討
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
炭
蓄
電
器

の
材
料
と
し
て
の
活
用
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
発

電
所
か
ら
得
ら
れ
る
廃
熱
を
活
用
し
た
事
業
検
討
を
地
域
と

連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

水
力
発
電
事
業
の
取
り
組
み

　

　

鴻
池
組
は
隠
岐
の
島
町
内
で
二
箇
所
の
水
力
発
電
事
業
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

⑴
南
谷
・
油
井
発
電
所
の
概
要

　

南
谷
発
電
所
は
島
根
県
隠
岐
の
島
町
東
部
を
流
れ
る
二
級

河
川
春
日
川
に
位
置
し
、
油
井
発
電
所
は
島
内
の
西
部
を
流

れ
る
二
級
河
川
油
井
川
に
位
置
す
る
ダ
ム
水
路
式
発
電
所
で

す
。
既
設
発
電
所
は
中
国
電
燈
株
式
会
社
に
よ
り
一
九
四
四

年
着
手
、
一
九
四
六
年
に
南
谷
発
電
所
が
完
成
（
最
大
出
力

一
〇
〇
kW
）、
油
井
発
電
所
は
一
九
五
〇
年
着
手
、
翌
年
に

完
成
（
最
大
出
力
二
〇
〇
kW
）
し
、
当
時
の
町
民
生
活
を
支

え
る
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
両

発
電
所
は
所
有
者
の
移
り
変
わ
り
が
あ
っ
た
の
ち
、
鴻
池
組

は
二
〇
二
二
年
十
月
中
国
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
株
式
会
社
よ

り
島
内
に
残
る
二
箇
所
の
水
力
発
電
所
の
譲
渡
を
受
け
ま
し

た
。

　

両
発
電
所
の
改
修
工
事
を
行
い
、
固
定
価
格
買
取
制
度
の

「
既
設
導
水
路
活
用
型
」（
既
に
設
置
し
て
い
る
導
水
路
を
活

用
し
て
、
電
気
設
備
と
水
圧
鉄
管
を
更
新
す
る
も
の
）
を
活

用
し
、
中
国
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱
へ
売
電
し
ま
す
。
発
電

出
力
は
南
谷
発
電
所
九
九
・
一
kW
、
油
井
発
電
所
一
九
九
・
九

kW
で
あ
り
、
合
わ
せ
た
年
間
発
電
量
は
一
般
家
庭
約
四
〇
〇

世
帯
分
の
電
力
に
相
当
し
ま
す
。

⑵
南
谷
発
電
所
改
修
工
事

　

二
〇
二
三
年
四
月
よ
り
水
車
発
電
機
を
既
設
の
吸
出
し
高

さ
を
利
用
し
落
差
を
確
保
す
る
こ
と

が
で
き
る
横
軸
フ
ラ
ン
シ
ス
水
車
（
国

産
：
イ
ー
ム
ル
工
業
）（
写
真
5
）
か

ら
、
変
流
量
特
性
に
優
れ
て
い
る
縦

軸
ペ
ル
ト
ン
水
車
（
イ
タ
リ
ア
製
：

I
R
E
M
社
）（
写
真
6
）
へ
交
換
を

行
い
ま
し
た
。
合
わ
せ
て
一
部
導
水

路
の
交
換
工
事
を
実
施
し
、
二
〇
二
四

年
四
月
よ
り
発
電
を
開
始
し
、
遠
隔

監
視
に
よ
る
制
御
を
行
っ
て
い
ま
す
。

⑶
油
井
発
電
所
改
修
工
事

　

二
〇
二
三
年
五
月
よ
り
水
車
発
電

機
を
南
谷
発
電
所
と
同
様
の
縦
軸
ペ

ル
ト
ン
水
車
へ
の
交
換
を
実
施
、
二
〇
二
四
年
七
月
よ
り
水

圧
鉄
管
六
二
〇
m
の
改
修
工
事
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

〜
離
島
で
の
再
エ
ネ
取
り
組
み
と
今
後
〜

　

隠
岐
の
島
町
内
で
二
〇
一
八
年
か
ら
検
討
を
進
め
て
き
た

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
も
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
は

二
〇
二
四
年
十
一
月
下
西
発
電
所
運
転
開
始
、
水
力
発
電
で

は
、
二
〇
二
四
年
四
月
南
谷
発
電
所
運
転
開
始
、
油
井
発
電

所
も
改
修
工
事
を
経
て
二
〇
二
五
年
五
月
運
転
開
始
予
定
と

な
り
、
こ
れ
ま
で
数
年
か
け
て
取
り
組
ん
で
き
た
事
業
の
第

一
ス
テ
ッ
プ
が
完
了
し
ま
す
が
、
離
島
で
の
取
り
組
み
の
課

題
に
つ
い
て
も
い
ろ
い
ろ
と
見
え
て
き
ま
し
た
。

　

離
島
で
は
資
材
の
輸
送
コ
ス
ト
が
本
土
で
の
取
り
組
み
よ

り
余
分
に
か
か
る
た
め
、
資
機
材
費
だ
け
で
な
く
、
工
事
費

や
人
件
費
他
、
全
て
の
面
で
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
と
な
り
、
事
業

採
算
性
が
本
土
よ
り
低
下
し
ま
す
。
ま
た
、
送
電
に
関
し
て

も
本
土
と
は
系
統
が
繋
が
っ
て
い
な
い
た
め
、
新
た
な
再
エ

ネ
電
源
の
接
続
可
能
容
量
も
小
さ
く
な
り
ま
す
。
電
力
市
場

か
ら
電
気
の
調
達
も
で
き
な
い
た
め
、
新
電
力
会
社
に
つ
い

て
は
新
設
も
参
入
も
で
き
ま
せ
ん
。
様
々
な
補
助
金
が
毎
年

各
省
庁
か
ら
提
示
さ
れ
ま
す
が
、
こ
う
い
っ
た
離
島
の
課
題

を
解
決
で
き
る
よ
う
な
制
度
の
充
実
、
離
島
に
対
す
る
補
助

率
の
ア
ッ
プ
等
、
新
た
な
地
方
創
生
に
つ
い
て
の
制
度
設
計

を
検
討
さ
れ
る
際
に
考
慮
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
切
に
望

み
ま
す
。

　

今
後
は
第
二
ス
テ
ッ
プ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
副
産
物
利

活
用
へ
の
展
開
や
数
十
年
先
の
運
用
も
見
据
え
た
維
持
管

理
・
運
営
を
、
地
域
と
協
働
し
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

写真 5　既設水車発電機

写真 6　新設水車発電機
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所
は
、
木
質
ペ
レ
ッ
ト
を
燃
料
と
し
た
ガ
ス
化
熱
分
解
方
式

の
C
H
P
（
写
真
3
）
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
木
質
ペ
レ
ッ

ト
を
炉
内
で
高
温
加
熱
を
行
い
、
取
り
出
し
た
可
燃
性
ガ

ス
（
一
酸
化
炭
素
や
水
素
）
を
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
に
送
る
こ
と

で
発
電
を
し
て
い
ま
す
。
発
電
出
力
は
一
五
〇
kW
、
年
間
想

定
発
電
量
一
、一
二
〇
MWh
、
一
般
家
庭
約
三
〇
〇
世
帯
分
の

電
力
に
相
当
し
ま
す
。
発
電
し
た
電
気
は
中
国
電
力
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
へ
固
定
価
格
買
い
取
り
制
度
を
利
用
し
、
売
電
を
行

い
ま
す
が
、
隠
岐
諸
島
は
本
土
と
送
電
線
が
連
系
し
て
い
な

い
た
め
、
本
発
電
所
の
電
気
は
隠
岐
諸
島
で
使
用
す
る
電
気

の
一
部
と
な
り
、
島
内
で
の
消
費
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

⑵
維
持
管
理
・
運
用

　

本
発
電
所
の
維
持
管
理
は
、
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
二
四
時
間

三
六
五
日
の
遠
隔
監
視
を
実
施
し
て
お
り
、
異
常
を
検
知
す

る
と
緊
急
停
止
を
行
う
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。
発
電

に
は
安
定
し
た
成
分
の
可
燃
性
ガ
ス
を
供
給
す
る
必
要
が
あ

る
た
め
、
運
転
開
始
時
な
ど
に
は
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
に
可
燃
性

ガ
ス
を
送
る
の

で
は
な
く
煙
突

を
通
し
て
大
気

放
出
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
大

気
放
出
の
際
は

そ
の
ま
ま
放
出

す
る
と
一
酸
化

炭
素
中
毒
の
恐

れ
が
あ
る
た

め
、
燃
焼
す
る

こ
と
に
よ
っ
て

安
全
に
放
出
し

て
い
ま
す
。
近
隣
住
民
の
み
な

さ
ん
へ
、
発
電
所
の
運
用
や
騒

音
・
振
動
に
つ
い
て
も
周
知
活

動
を
行
っ
て
お
り
、
近
く
見
学

会
を
開
催
す
る
予
定
と
し
て
い

ま
す
。

⑶ 

木
質
ペ
レ
ッ
ト
活
用
に
よ
る

効
果

　

隠
岐
の
島
町
営
の
木
質
ペ

レ
ッ
ト
工
場
で
は
、
こ
れ
ま

で
公
共
施
設
で
の
ペ
レ
ッ
ト

ボ
イ
ラ
ー
の
需
要
に
合
わ
せ
、

一
五
〇
t
の
ペ
レ
ッ
ト
製
造
に

と
ど
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
下
西
発
電
所
で
は
、
燃
料

消
費
量
は
時
間
あ
た
り
約
一
t

／
基
、
年
間
一
、〇
八
〇
t
の

木
質
ペ
レ
ッ
ト
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
本
発
電
所
の

運
転
開
始
に
向
け
た
製
造
体
制

の
再
構
築
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

二
〇
二
三
年
十
月
よ
り
隠
岐
グ

リ
ー
ン
パ
ワ
ー
合
同
会
社
が
木

質
ペ
レ
ッ
ト
製
造
業
務
委
託
を

受
託
し
、
四
名
の
地
元
雇
用
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
木
質
ペ
レ
ッ
ト
の
原
料
で
あ
る
間
伐
材
な
ど
の
未
利

用
の
木
質
資
源
は
、
発
電
所
運
用
に
伴
う
新
た
な
需
要
と
な

り
ま
す
。
島
内
で
林
業
に
取
り
組
む
五
事
業
者
と
協
議
を
重

ね
、
間
伐
材
等
の
規
格
や
証
明
書
の
発
行
手
続
き
の
確
認
、

供
給
調
整
を
行
う
隠
岐
（
し
ま
）
の
木
出
荷
共
同
体
の
体
制

整
備
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
の
計
画
で
は
、
隠

岐
の
島
町
内
よ
り
年
間
約
二
、五
〇
〇
t
の
間
伐
材
、
林
地

残
材
な
ど
未
利
用
の
木
質
資
源
調
達
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

通
常
、
隠
岐
の
島
町
内
で
得
ら
れ
る
木
質
資
源
は
、
島
内

唯
一
の
製
材
所
で
建
築
資
材
等
に
製
材
さ
れ
る
、
ま
た
は
海

上
輸
送
を
行
い
島
外
に
輸
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
今
の
化
石

燃
料
価
格
の
上
昇
や
海
上
輸
送
に
伴
う
二
酸
化
炭
素
の
排
出

な
ど
、
地
産
地
消
の
機
運
が
高
ま
る
中
、
注
目
の
取
り
組
み

と
な
り
ま
す
（
図
1
）。

⑷
地
域
と
の
連
携

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
組
み
に
あ
た
り
、
島
内
の

小
学
校
と
連
携
し
て
見
学
会
実
施
や
地
域
の
催
事
へ
積
極

的
に
参
加
し
て
い
ま
す
（
写
真
4
）。
島
内
で
林
業
に
取
り

組
ん
で
い
る
島
後
森
林
組
合
か
ら
製
材
を
行
う
隠
岐
島
木

材
業
製
材
業
協
同

組
合
、
ま
た
製
材

端
材
や
未
利
用
材

か
ら
燃
料
と
な
る

ペ
レ
ッ
ト
を
作
る

工
場
、
ペ
レ
ッ
ト

燃
料
を
使
用
し
た

バ
イ
オ
マ
ス
発
電

所
と
川
上
か
ら
川

下
ま
で
を
通
し
て

学
習
が
で
き
る
仕

組
み
と
な
り
ま
し

た
。

⑸
下
西
発
電
所
副
産
物
の
有
効
活
用

　

本
発
電
所
で
は
木
質
ペ
レ
ッ
ト
を
炉
内
で
高
温
加
熱
を
行

い
、
可
燃
性
ガ
ス
を
取
り
出
し
た
あ
と
に
副
産
物
と
し
て
得

写真 3　下西発電所内部

写真 4　木質ペレット工場見学会の様子

図 1 　木質バイオマス発電事業スキーム

ら
れ
る
バ
イ
オ
炭
の
活
用
方
法
を
模
索
し
て
い
ま
す
。
そ
の

ま
ま
で
は
粉
体
で
取
り
扱
い
が
難
し
い
た
め
再
び
ペ
レ
ッ
ト

化
す
る
こ
と
で
、
汎
用
性
を
高
め
助
燃
剤
と
し
て
化
石
燃
料

の
使
用
量
を
減
ら
す
検
討
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
炭
蓄
電
器

の
材
料
と
し
て
の
活
用
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
発

電
所
か
ら
得
ら
れ
る
廃
熱
を
活
用
し
た
事
業
検
討
を
地
域
と

連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

水
力
発
電
事
業
の
取
り
組
み

　

　

鴻
池
組
は
隠
岐
の
島
町
内
で
二
箇
所
の
水
力
発
電
事
業
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

⑴
南
谷
・
油
井
発
電
所
の
概
要

　

南
谷
発
電
所
は
島
根
県
隠
岐
の
島
町
東
部
を
流
れ
る
二
級

河
川
春
日
川
に
位
置
し
、
油
井
発
電
所
は
島
内
の
西
部
を
流

れ
る
二
級
河
川
油
井
川
に
位
置
す
る
ダ
ム
水
路
式
発
電
所
で

す
。
既
設
発
電
所
は
中
国
電
燈
株
式
会
社
に
よ
り
一
九
四
四

年
着
手
、
一
九
四
六
年
に
南
谷
発
電
所
が
完
成
（
最
大
出
力

一
〇
〇
kW
）、
油
井
発
電
所
は
一
九
五
〇
年
着
手
、
翌
年
に

完
成
（
最
大
出
力
二
〇
〇
kW
）
し
、
当
時
の
町
民
生
活
を
支

え
る
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
両

発
電
所
は
所
有
者
の
移
り
変
わ
り
が
あ
っ
た
の
ち
、
鴻
池
組

は
二
〇
二
二
年
十
月
中
国
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
株
式
会
社
よ

り
島
内
に
残
る
二
箇
所
の
水
力
発
電
所
の
譲
渡
を
受
け
ま
し

た
。

　

両
発
電
所
の
改
修
工
事
を
行
い
、
固
定
価
格
買
取
制
度
の

「
既
設
導
水
路
活
用
型
」（
既
に
設
置
し
て
い
る
導
水
路
を
活

用
し
て
、
電
気
設
備
と
水
圧
鉄
管
を
更
新
す
る
も
の
）
を
活

用
し
、
中
国
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱
へ
売
電
し
ま
す
。
発
電

出
力
は
南
谷
発
電
所
九
九
・
一
kW
、
油
井
発
電
所
一
九
九
・
九

kW
で
あ
り
、
合
わ
せ
た
年
間
発
電
量
は
一
般
家
庭
約
四
〇
〇

世
帯
分
の
電
力
に
相
当
し
ま
す
。

⑵
南
谷
発
電
所
改
修
工
事

　

二
〇
二
三
年
四
月
よ
り
水
車
発
電
機
を
既
設
の
吸
出
し
高

さ
を
利
用
し
落
差
を
確
保
す
る
こ
と

が
で
き
る
横
軸
フ
ラ
ン
シ
ス
水
車
（
国

産
：
イ
ー
ム
ル
工
業
）（
写
真
5
）
か

ら
、
変
流
量
特
性
に
優
れ
て
い
る
縦

軸
ペ
ル
ト
ン
水
車
（
イ
タ
リ
ア
製
：

I
R
E
M
社
）（
写
真
6
）
へ
交
換
を

行
い
ま
し
た
。
合
わ
せ
て
一
部
導
水

路
の
交
換
工
事
を
実
施
し
、
二
〇
二
四

年
四
月
よ
り
発
電
を
開
始
し
、
遠
隔

監
視
に
よ
る
制
御
を
行
っ
て
い
ま
す
。

⑶
油
井
発
電
所
改
修
工
事

　

二
〇
二
三
年
五
月
よ
り
水
車
発
電

機
を
南
谷
発
電
所
と
同
様
の
縦
軸
ペ

ル
ト
ン
水
車
へ
の
交
換
を
実
施
、
二
〇
二
四
年
七
月
よ
り
水

圧
鉄
管
六
二
〇
m
の
改
修
工
事
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

〜
離
島
で
の
再
エ
ネ
取
り
組
み
と
今
後
〜

　

隠
岐
の
島
町
内
で
二
〇
一
八
年
か
ら
検
討
を
進
め
て
き
た

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
も
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
は

二
〇
二
四
年
十
一
月
下
西
発
電
所
運
転
開
始
、
水
力
発
電
で

は
、
二
〇
二
四
年
四
月
南
谷
発
電
所
運
転
開
始
、
油
井
発
電

所
も
改
修
工
事
を
経
て
二
〇
二
五
年
五
月
運
転
開
始
予
定
と

な
り
、
こ
れ
ま
で
数
年
か
け
て
取
り
組
ん
で
き
た
事
業
の
第

一
ス
テ
ッ
プ
が
完
了
し
ま
す
が
、
離
島
で
の
取
り
組
み
の
課

題
に
つ
い
て
も
い
ろ
い
ろ
と
見
え
て
き
ま
し
た
。

　

離
島
で
は
資
材
の
輸
送
コ
ス
ト
が
本
土
で
の
取
り
組
み
よ

り
余
分
に
か
か
る
た
め
、
資
機
材
費
だ
け
で
な
く
、
工
事
費

や
人
件
費
他
、
全
て
の
面
で
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
と
な
り
、
事
業

採
算
性
が
本
土
よ
り
低
下
し
ま
す
。
ま
た
、
送
電
に
関
し
て

も
本
土
と
は
系
統
が
繋
が
っ
て
い
な
い
た
め
、
新
た
な
再
エ

ネ
電
源
の
接
続
可
能
容
量
も
小
さ
く
な
り
ま
す
。
電
力
市
場

か
ら
電
気
の
調
達
も
で
き
な
い
た
め
、
新
電
力
会
社
に
つ
い

て
は
新
設
も
参
入
も
で
き
ま
せ
ん
。
様
々
な
補
助
金
が
毎
年

各
省
庁
か
ら
提
示
さ
れ
ま
す
が
、
こ
う
い
っ
た
離
島
の
課
題

を
解
決
で
き
る
よ
う
な
制
度
の
充
実
、
離
島
に
対
す
る
補
助

率
の
ア
ッ
プ
等
、
新
た
な
地
方
創
生
に
つ
い
て
の
制
度
設
計

を
検
討
さ
れ
る
際
に
考
慮
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
切
に
望

み
ま
す
。

　

今
後
は
第
二
ス
テ
ッ
プ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
副
産
物
利

活
用
へ
の
展
開
や
数
十
年
先
の
運
用
も
見
据
え
た
維
持
管

理
・
運
営
を
、
地
域
と
協
働
し
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

写真 5　既設水車発電機

写真 6　新設水車発電機
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